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 珪藻土れんがは， 900～ 1000℃域の低温用耐火断熱れんがとして鉄鋼，ガラス，焼却関連の各種工業炉

に利用されている。これまで珪藻土れんがの品質安定化と焼成時に発生する亜硫酸ガス削減を目的に，珪

藻土に Ca源を配合し珪藻土に含まれる硫黄分と反応させることでれんが中に anhydri te (CaSO 4)を析出させ，

再加熱収縮率を 2%以下に抑えるとともに排煙中の亜硫酸ガスを 50%以上削減させる技術を確立した。しか

し鉱物学的視点による効果は解明されていない。そこで本研究では，能登珪藻土と特徴の異なる他産地と

の比較により Ca源配合による焼成収縮抑制メカニズムについて考察した。すべての珪藻土で Ca源配合によ

る焼成収縮抑制効果と， 1000℃での保持時間によるwollastonite (CaSiO 3)の析出量増加が認められた。また，

非晶質シリカである珪藻殻には Caの存在は認められなかったことから，wollastoniteのシリカ源は非晶質化

した粘土鉱物に由来するものと考えられる。従って珪藻土れんがの Ca源配合による焼成収縮抑制効果は，

非晶質化した粘土鉱物のシリカ源に由来する wollastoniteの析出によって起こると考えられる。  
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